
一

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十四の本文の位置づけ

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
本
文
の
位
置
づ
け

中　
　

根　
　

千　
　

絵

は
じ
め
に

　

論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）
1
（

た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説

林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合

は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所

は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（

た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
4
（

る
。
巻
三
、
巻
六
、
巻
十
で
は
、
特
に
、
野

村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い

ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態

本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
5
（
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が

高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ

け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
6
（

た
。
ま
た
、
巻
十
一
、
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が

あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た

写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）
7
（
た
。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目

指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部

を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
）
8
（

た
。
巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一

致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古

本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が

乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ

る
東
大
本
甲
で
は
、「
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ
」
と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名

詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
）
9
（

た
。

　

巻
十
四
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
城
博
物
館

所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古

典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
本
文
異
同

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し

た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載

る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「 
」
に
入
れ
て
付
し
た
。

　

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本

の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　　

北
│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ
│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
十
四
目
録

二
七
三　
　

越
後
國
國
寺
（
第
六
） 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

趣
漸
（
第
十
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

神
奈
比
聖
（
第
二
五
） 

底
北
実
国
野
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知
文
成
牛
（
第
三
七
） 

実
国
野
Ｂ

　
　
　
　
　

桃
修
圓
僧
都
（
第
四
十
） 

諸
（
彦
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
挑
を
桃
に
作
る
、
本
文
は
Ｃ
の
み
挑
他
は
桃
）

巻
十
四
第
一
話

二
七
四
3　

元
空
律
師 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

僧
ノ
綱
ノ
位
マ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

成
ニ
ケ
レ
㎞ 

底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ド
モ
）

　
　
　

8　

銭
万
貫 

Ｂ

　
　
　

11　

遂
ニ
死 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

弟
子
共
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

布
告
ス
シ
テ 

乙
Ｂ

二
七
五
5　

弟
子
共
ニ 

諸

　
　
　

6　

法
花
経
ヲ
一
部 

Ｂ

　
　
　

6　

給
フ
テ 

「
給
テ
」
諸
大
「
給
フ
」
Ｂ 

北
本
の
傍
書
に
「
給
キ
」

　
　
　

7　

手
香
炉
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
爐
）

巻
十
四
第
二
話

二
七
五
13　

信
濃
國 

諸
大　
「
諸
本
か
く
作
る
が
、
目
録
お
よ
び
乙
本
に
「
信
濃
守
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
姿
と
思
わ
れ

る
。」

　
　
　

14　

□
天
皇 

諸
大
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14　

信
濃
ノ
守
ノ

ト 

乙
Ａ
Ｃ
「
信
濃
守
ノ
□
ト
」
Ｂ
「
信
濃
ノ
守
□
ノ
□
ト
」
底
北
実
国
野
大

二
七
六
4　

害
サ
ム
為
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

慈
悲
ノ
心 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

彼
等
為 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

牙 

諸
（
Ａ
Ｃ
除
く
）「
互
」
大

巻
十
四
第
三
話

二
七
七
16　

辞
ス 

Ａ
Ｃ

二
七
八
1　

御
幣 
野
Ｂ
Ｃ
「
御
弊
」
大　
「
正
字
は
「
幣
」」

　
　
　

2　

立 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

不
寄
シ
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
の
シ
は
朱
筆
）

　
　
　

4　

思
他
ノ 

諸　
「「
忽
」
の
譌
か
。
北
本
の
傍
書
の
「
忍
」
は
シ
ノ
ビ
テ
と
よ
め
て
通
り
は
よ
い
。」

　
　
　

4　

待
チ
煩
シ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

4　

道
辺
ニ 

Ｂ

　
　
　

5　

徃
還
ノ
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

僧
ト 

諸

　
　
　

7　

此
ノ
事
ヲ
聞
テ 

国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ヲ
事
ヲ
聞
テ
」
底
北
実
大
（
底
北
は
上
の
ヲ
に
ノ
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

五
尋
計
ノ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

走
リ
来
レ
ル
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
七
九
1　

鐘
ヲ
巻 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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2　

二
時
也 

乙
Ａ
Ｂ
「
Ｂ
の
ニ
は
変
」

　
　
　

2　

此
ル
ト
云
ヘ
㎞ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

4　

僧
共
ヲ
見
ル
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

此
ノ
苦
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

持
キ
ト
云
ヘ
ト
モ
願
ク
ハ
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
八
〇
3　

新
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

誡
メ
給
フ 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
誡
タ
給
フ
」
底
（
タ
を
メ
と
朱
訂
）「
誡
シ
メ
給
フ
」
北
「
誡
ヌ
給
フ
」
乙

　
　
　

6　

此
知
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
四
話

二
八
〇
13　

幾
ク
程 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

女
ノ
云
ク
置
ケ
ル
様 

諸
（
底
は
ク
に
ヒ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

金
子
入
リ
乍
ラ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
ラ
は
変
）

二
八
一
2　

不
怖
ヌ
也
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

思
エ
ケ
ル
ハ 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

4　

微
妙
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
八
二
2　

多
ノ
人
集
メ
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

2　

教
ユ
ル
墓
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

墓
ヲ
壊
ツ
ニ 

実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

何
ノ
故 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
何
ノ
故
□
」
底
北
実
国
野
大
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5　

不
去
サ
ル
ソ 

乙
Ｂ

　
　
　

5　

其
所
ヲ
去
テ 

Ｂ

　
　
　

15　

厚
カ
リ
ケ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
八
三
2　

一
夜
手
ト 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
一
夜
半
ト
」
底
実
国
野
大
（
底
の
半
ト
は
朱
筆　

半
に
底
は
手
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

2　

一
夜
手
ト
ハ 

諸

巻
十
四
第
五
話

二
八
三
12　

人
離
レ
タ
ル 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

可
辞
キ
事
ニ 
野
Ｂ
Ｃ
大
「
可
䛨
キ
事
ニ
」
底
北
実
国
「
可
䛨
事
ニ
」
乙
「
可
許
キ
事
ニ
」
Ａ

　
　
　

15　

只
辞
ク
言
也
ト 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

家
ニ
妻
子
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

具
セ
ル
ラ
ム
ニ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

二
八
四
4　

死
ス
ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

死
ナ
ム 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

早
フ 

★　
「
早
ウ
」
底
北
大
（
底
の
ウ
は
変　

朱
加
筆
）「
早
ク
」
実
国
野
Ｂ
「
早
ヲ
」
乙
「
早
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

若
キ
狐 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
八
五
3　

云
フ
㎞ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）「
云
ヘ
ド
モ
」
底
大
「
云
ユ
フ
ト
モ
」
野

巻
十
四
第
六
話

二
八
五
8　

越
後
國
〻
寺 

「
験
記
に
よ
れ
ば
「
乙
寺
」。
こ
れ
を
諸
本
す
べ
て
「
〻
寺
」
に
作
る
の
は
「
乙
」
を
畳
字
「
〻
」
と
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誤
認
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。」

　
　
　

9　

晝
夜
ニ 

野
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

夕
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

尚
テ
喜
ヘ
ル 

「
尚
□
テ
喜
ベ
ル
」
大　

古
本
乙
欠
字
。

二
八
六
1　

物
負
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

2　

ケ
リ
思
ヒ
タ
ル 

「
揺
ケ
リ
思
ヒ
タ
ル
」
Ｃ
「
捶
ケ
リ
思
ヒ
タ
ル
」
乙
Ａ
Ｂ
「
捶
ケ
ト
思
ヒ
タ
ル
也
ケ
リ
ト
」
底
北
実

国
野
大

　
　
　

7　

不
具
ス 

乙
Ｂ

　
　
　

8　

近
キ
辺
ニ
出
林
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

國
ニ
下
府
ニ
着
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

書
キ 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

法
花
経
マ
ス
ト
申
テ 

底
北
乙
Ａ
Ｃ
（
底
北
は
経
の
下
に
御
補
入
）

二
八
七
5　

取
人 

諸
（
底
の
取
は
朱
筆
、
底
野
は
聖
歟
と
傍
書
）

　
　
　

10　

道
心
發
〆 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
は
硯
シ
テ
）

　
　
　

13　

傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

諸

巻
十
四
第
七
話

二
八
七
16　

第
七 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
第
六
」
底
北
（
以
下
第
十
ま
で
之
に
従
う
）

　
　
　

17　

ノ
郡 

諸
大

二
八
八
7　

越
中
ノ
立
山
ニ
詣
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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11　

僧
ヲ
留
テ 

Ｂ

　
　
　

14　

申
サ
ム
カ
為
ニ 

北
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
申
サ
ム
為
ニ
」
底
乙
大

二
八
九
1　

思
ヒ
キ
ト 

★　
「
思
ヒ
キ
」
底
北
実
国
野
大
「
思
ヒ
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

1　

今
ス
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

立
山
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

尋
ヌ
カ
為
ニ 

Ｂ

　
　
　

6　

云
事
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
八
話

二
九
〇
4　

道
嶮
ク
シ
テ 
諸
（
乙
の
嶮
は
変
）

　
　
　

5　

難
堪
氣 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

心
不
息
ス 

Ｂ

　
　
　

8　

有
湯
ノ
涓
キ
返
ル 

★　
「
有
様
ハ
湯
ノ
涌
キ
返
ル
」
底
北
実
国
野
大
「
有
揚
ノ
湯
キ
返
ル
」
乙
「
有
湯
ノ
湯
キ
返
ル
」

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

心
地
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

僧
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

少
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

戀
ヒ
悲
ム 

底
北
実
国
野

　
　
　

14　

云
フ
ソ
ト 

諸

　
　
　

15　

前
生
ニ 

北
実
野
乙
Ａ
Ｃ
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17　

現
ニ
此 

乙
Ａ
Ｃ

二
九
一
5　

供
養
ス
ル
ナ
ラ 

諸
（
底
は
ナ
に
ソ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

7　

事
ハ 

諸
底
大 

北
本
の
傍
書
は
「
事
カ
ハ
」
と
補
読
。

　
　
　

8　

事
ニ
コ
ソ
有
シ 

底
北
乙
Ａ
Ｃ
（
底
は
シ
に
レ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

有
ナ
レ
㎞ 

実
国
野
Ａ
Ｃ
（
実
国
野
Ａ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

13　

云
フ
人
ニ 

諸
大

　
　
　

13　

云
フ
人
〻
有
テ 

Ｂ

　
　
　

15　

能
登
加
賀 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

法
花
経
書
冩
〆 
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）

二
九
二
4　

此
事

比 
諸
大

　
　
　

5　

比
マ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
□
比
マ
デ
」
底
北
実
国
野
大
（
北
本
は
此
と
朱
補
）

　
　
　

6　

希
ノ 

諸
大　
「
常
套
表
現
に
従
え
ば
「
有
」
を
脱
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（
北
本
は
「
有
」
を
朱
補
）。

巻
十
四
第
九
話

二
九
二
10　

依
法
花
力 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

出
語 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

今
昔
美
作
ノ
國 

諸

　
　
　

11　

多
ノ
郡
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

13　

競
ヒ
間 

乙
Ａ
Ｃ
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14　

哀
レ
歎
ク 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
哀
レ
歎
テ
」
底
（
テ
を
ク
と
朱
訂
）「
哀
レ
歎
□
」
北
（
レ
の
下
に
ヒ
と
朱
補
）

 

「
諸
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
不
通
。
恐
ら
く
「
ヒ
」
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

17　

存
シ
テ 

諸
「
不
存
シ
テ
」
Ａ
Ｂ

二
九
三
2　

此
難 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

遙
ニ
高
ク
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

10　

音
ヲ
挙
テ 

底
北
実
国
野
Ｂ
（
底
北
実
国
野
Ｂ
は
擧
）

　
　
　

11　

恠
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

此
ノ
穴
ニ 

諸
「
此
ノ
穴
ノ
」
底
大

　
　
　

12　

葛
ヲ
以
テ 
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
四
第
十
話

二
九
四
7　

知
朗
ニ
シ
テ 

★　
「
智
朗
ニ
シ
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
智
恵
朗
ニ
シ
テ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

9　

教
ヘ
ム
カ
為
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

12　

財
投
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

焼
キ
失
ヌ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

ノ
具
ヲ 

諸
（
底
は

の
下
に
生
歟
と
補
入
）

　
　
　

16　

願
ヲ
発
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
發
）

　
　
　

17　

今
生 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
九
五
2　

堂
ノ
内 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

貴
ヒ
ケ
リ
ト
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
四
第
十
一
話

二
九
五
11　

第
十
一 

諸
「
第
十
」
底
（
十
の
下
に
加
筆
し
て
訂　

第
十
二
も
同
じ
）

　
　
　

12　

始
テ
行
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

八
講
ノ
料 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
䉼
）

　
　
　

14　

寄
セ
ハ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

太
子
ノ
作
リ
給 

Ｂ

　
　
　

17　

其
所
ニ 

Ｂ

　
　
　

17　

御
物
ノ
具 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
九
六
4　

香
ノ
袈
裟 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
甲
ノ
袈
裟
」
底
北
実
国
野
大

 
「
へ
り
等
に
黒
布
を
用
い
た
も
の
を
「
甲
袈
裟
」
と
い
う
。「
甲
袈
裟
」
は
僧
綱
・
有
職
の
着
用
す
べ

き
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
語
を
理
解
せ
ざ
り
し
為
「
香
ノ
袈
裟
」
に
作
る
。」

　
　
　

6　

兼
テ
ヒ
儲
テ 

乙
Ａ
Ｂ
「
兼
テ
□
ヒ
儲
テ
」
底
北
実
国
野
大
（
底
の
ヒ
は
変　

朱
重
書
）「
兼
テ
ソ
儲
テ
」
Ｃ

　
　
　

7　

取
出
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

見
タ
レ
ハ 

諸

　
　
　

10　

僧
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

来
レ
ル 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

書
冩
ニ 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ
（
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
は
寫
）

　
　
　

15　

会
ヒ
ケ
リ 

★　
「
云
ヒ
ケ
リ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
云
ヒ
ケ
ル
」
底
北
実
国
野
大
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巻
十
四
第
十
二
話

二
九
七
4　

不
持
ス 

底
北
実
国
野
乙

　
　
　

7　

思
エ 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

思
エ
ヌ
ト 

Ｂ
「
思
エ
ズ
ト
」
諸
大

 

「
北
本
の
傍
書
は
「
思
エ
ヌ
レ
ド
」。「
思
エ
ズ
ト
誦
ス
ル
ニ
」
の
簡
略
表
現
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

8　

忘
レ
給
ハ
ヽ 

諸
「
忘
レ
給
ヘ
バ
」
底
大
（
ヘ
ハ
に
ハ
ヽ
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

賀
古
ノ
郡

ノ
郷
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
賀
古
ノ
郡
ノ

ノ
郷
ノ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

16　

行
テ 

諸
「
行
キ
」
底
大

　
　
　

16　

宣
フ
ト 
諸
「
宣
ツ
」
底
大

二
九
八
1　

ノ
郷
ニ 
諸
大

　
　
　

7　

報
恩
シ
テ 

★　
「
報
思
シ
ケ
」
乙
「
報
思
シ
テ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
報
恩
シ
ケ
リ
」
底
北
実
国
野
大

巻
十
四
第
十
三
話

二
九
八
11　

第
十
三 

諸

　
　
　

12　

訓
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

二
九
九
2　

然
リ
ト
云
フ
ト
モ 

諸

　
　
　

3　

誦
ス
事 

諸

　
　
　

3　

誦
ス
所 

諸
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巻
十
四
第
十
四
話

二
九
九
10　

思
エ
ヌ 

底
北
実
国
野

　
　
　

14　

宿
因
ニ
依
ノ
品
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

不
聞
奉
サ
リ
シ
ニ 

乙

　
　
　

16　

僧
ト
成
テ
法
花
経
ヲ 

Ｂ
大
「
僧
ト
法
花
経
ヲ
」
諸
（
底
は
ト
の
下
に
成
歟
と
補
入
）

　
　
　

17　

告
ク 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

持
奉
テ 

諸

三
〇
〇
1　

宿
因
ヲ
知 

乙
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
十
五
話

三
〇
〇
6　

残
ヲ
三
品
ヲ 

底
北
実
国
野
（（
底
は
上
の
ヲ
に
リ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

聞
ク
間
一
ノ
巻
ヨ
リ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

八
巻
カ 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ
（
底
は
カ
に
ヲ
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

浴
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

息
マ
カ
為
ニ 

乙

　
　
　

11　

被
壓

ユ
ヌ 

「
被

ヌ
」
北
実
国
乙
Ｂ

　
　
　

12　

不
聞
サ
リ
シ
ニ 

北
実
国
野
「
不
聞
キ
リ
シ
ニ
」
底
大
「
不
聞
サ
リ
シ
」
乙
「
不
聞
カ
リ
シ
ニ
」
Ｂ
「
不
聞
リ
シ
ニ
」

Ａ
Ｂ
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巻
十
四
第
十
六
話

三
〇
一
2　

元
興
寺
蓮
尊 

底
実
国
野
Ｂ

　
　
　

2　

第
十
六 

諸

　
　
　

5　

不
思
ス 

北
実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

8　

過
ヌ
ル
間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

有
リ
キ 

底
北
実
国
野
乙

　
　
　

11　

聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

暗
ニ
思
ム
事 

大　

こ
の
上
に
古
本
、
次
の
衍
文
が
あ
る
。「
其
ノ
品
ヲ
暗
ニ
不
ト
思
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
懃
ニ
今
普
賢

ヲ
念
シ
奉
ル
ニ
依
テ
」

巻
十
四
第
十
七
話

三
〇
二
4　

名
ヲ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

思
エ
ス 

底
北
乙
Ｂ
大
「
思
エ
ヌ
」
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

「
思
エ
ヌ
」
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

7　

然
リ
㎞ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）「
然
リ
ト
ト
モ
」
底
北
実
国
「
然
リ
ト
モ
ト
」
大 

野
は
脱

　
　
　

11　

眷
属
圍
遶
シ
テ 

Ｂ

　
　
　

14　

此
人
此
驛
ニ 

Ｂ

　
　
　

14　

来
テ
宿
セ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

七
八
ノ
巻
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
〇
三
2　

暗
ニ
誦
ス
ル
事
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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3　

習
氣
ノ
也 

底
北
乙
Ｂ
大
「
習
氣
也
」
実
国
野
Ａ
Ｃ

 

「「
ノ
」
あ
る
は
底
・
北
・
乙
・
Ｂ
の
四
本
。
恐
ら
く
「
ノ
故
」
の
意
で
あ
ろ
う
。」

巻
十
四
第
十
八
話

三
〇
三
9　

傳
明
蓮 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ

　
　
　

9　

第
十
八 

諸

　
　
　

11　

至
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

思
エ
ヌ
ト 

Ａ
Ｃ
「
思
エ
ズ
ト
」
諸
大
（
北
Ｂ
の
傍
書
は
「
ム
」）

三
〇
四
5　

大
菩
薩 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
大
□

」
底
北
実
国
野
大
「
大

」
乙

　
　
　

5　

告
ヲ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

傍
生
ノ
苦
果
ヲ 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

修
行
セ
所
得
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

告
ヲ
知
リ
給
ハ
ム 

乙
Ａ
Ｃ

巻
十
四
第
十
九
話

三
〇
五
2　

第
十
九 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

此
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

祈
請
ス 

諸

　
　
　

6　

高
キ
氣
色
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

戌
亥
ノ
角
ノ 

底
野
Ｂ
（
底
の
戌
は
朱
筆
）



一
七

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十四の本文の位置づけ

　
　
　

9　

罪
深
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

免
ヨ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

返
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

至
マ
テ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
至
マ
テ
モ
」
北
実
国
野

巻
十
四
第
二
十
話

三
〇
六
2　

第
二
十 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

道
心
ヲ
有
ケ
ル 

底
北
Ｂ
（
底
は
ヲ
を
ソ
と
朱
訂
）

　
　
　

7　

施 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

此
ク
シ
テ
此
ノ
身
黒
色 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

ナ
ル

　
　
　

13　

色
ノ
黒
キ
事
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

後
世
ノ
報
ヲ 

諸

巻
十
四
第
二
十
一
話

三
〇
七
3　

第
廾
一 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

誦
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

氣
分
ニ
テ
今
有
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

夢
覚
ヌ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覺
）

　
　
　

17　

三
塗
ニ 

底
北
実
国
Ａ
Ｂ
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巻
十
四
第
二
十
二
話

三
〇
八
2　

第
廾
二 

諸

　
　
　

3　

比
叡
ノ 

Ｂ

　
　
　

9　

心
発
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
硯
）

　
　
　

12　

法
花
ヲ
誦
シ
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
二
十
三
話

三
〇
八
15　

第
廾
三 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

不
忘
サ
リ 
Ｂ

三
〇
九
3　

暁
ケ
暮
レ 
大

 

「
底
・
北
・
実
・
国
四
本
の
「
暮
」
の
字
体
は
動
用
字
。
即
ち
、
草
冠
と
そ
の
直
下
の
「
日
」
と
を

上
下
し
た
る
如
き
字
体
。」

　
　
　

6　

僧

鼻 

諸
大　

Ｃ
本
以
外
は
諸
本
欠
字
。

　
　
　

6　

依
知
ノ
郡
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

苦
无 

乙
Ａ
Ｂ

巻
十
四
第
二
十
四
話

三
〇
九
16　

第
廾
四 

諸

三
一
〇
1　

覚
問
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覺
）

　
　
　

2　

行
シ
ヲ
為
ヨ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



一
九

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十四の本文の位置づけ

　
　
　

2　

読
誦 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
讀
）

　
　
　

4　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

8　

相
人
テ
後
ニ 

乙
Ａ

　
　
　

9　

音
ヲ
聞
テ 

諸

　
　
　

9　

前
生
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

副
ヘ
ル
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

人
生
レ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

懈
怠
ヌ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
二
十
五
話

三
一
一
2　

第
廾
五 

諸

　
　
　

3　

ノ
郡
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

受
習
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

我
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
我
レ
ハ
此
レ
ハ
」
底
北
実
国
野
大

　
　
　

13　

止
メ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

読
誦
シ
テ 

諸
（
諸
は
讀
）

　
　
　

14　

蚯
蚓
ト
テ 

諸
大

巻
十
四
第
二
十
六
話

三
一
二
7　

善
知
識
ノ
為
ニ 

諸
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9　

而
ル
間 

北
実
国
野
Ｂ

　
　
　

10　

入
ル
隨
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
随
）

　
　
　

12　

搔
出
テ
ヽ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

罸
ニ
給
ツ
ル 

底
北
乙
Ｂ
「
罸
シ
給
ツ
ル
ト
」
実
国
野
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

12　

皆
人
云
ヒ

リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
皆
人
□

リ
ケ
リ
」
底
北
実
大
「
皆
人
□

リ
ケ
」
野
「
皆
人
ノ
□

リ
ケ
リ
」
国

　
　
　

16　

遣
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
二
十
七
話

三
一
三
4　

殖
ノ
村
ニ 
諸
「
麻
殖
ノ
村
ニ
」
大

　
　
　

4　

字
夜
須
古
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

見
聞
ク
人 

諸

巻
十
四
第
二
十
八
話

三
一
三
15　

第
廾
八 

諸

三
一
四
2　

品
ヲ 

諸
大

　
　
　

2　

聞
テ
咲
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

4　

口
喎
メ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

誦
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

墨
ミ 

諸
大

　
　
　

8　

鼻
平
ニ 

諸
大　
「
Ｂ
本
の
ミ
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。」



二
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9　

誦
セ
ム
者 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
二
十
九
話

三
一
四
14　

御
代
ニ 

諸
大

三
一
五
1　

見
ル
ソ
ト
問
ヘ
ハ 

諸
（
底
の
ト
は
朱
筆
）

　
　
　

5　

許
ヒ
云
テ 

諸
「
許
リ
云
テ
」
大

　
　
　

6　

来
會 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

悲
マ
ム
ス
ト 

★　
「
悲
マ
ム
ト
ス
ト
」
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
悲
ナ
ム
ト
ス
ト
」
底
北
（
底
は
マ
と
朱
訂
）「
悲
ラ
ム

ト
ス
ト
」
野

三
一
六
1　

流
タ
リ 
諸

　
　
　

3　

墨
ニ
テ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

4　

誠
ヲ
至
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

納
ナ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

何
ニ
シ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

我
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
一
七
2　

書
奉
タ
ル
事 

諸

　
　
　

2　

被
召
タ
ル
也 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

恐
ツ
ヽ 

Ｂ

　
　
　

4　

贖
ノ
方 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

願 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
願
ユ
ル
ハ
」
野
「
願
ナ
レ
ハ
」
北
「
願
ナ
ル
ハ
」
底
実
国
大
（
ル
に
レ
歟
と
傍
書
）
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9　

而
ル
ニ
テ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

9　

此
度 

Ｂ

　
　
　

10　

被
定
レ
ヌ
ル
ハ 

底
北
実
国
野
（
ル
に
レ
歟
と
傍
書
）

　
　
　

14　

奉
ラ
ム
ト 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

16　

打
チ
□
係
サ
セ
テ 

諸
大

三
一
八
2　

一
秊
許
ヲ 

「
一
年
許
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
「
一
季
許
ヲ
」
Ａ
「
一
季
計
ヲ
」
Ｃ
「
一
禾
許
ヲ
」
Ｂ
「
一
秊
許

ヲ
」
乙

　
　
　

6　

其
ヲ
尋
子
取
テ 

★　
「
其
ヲ
尋
ネ
取
テ
」
北
実
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
其
ラ
尋
ネ
取
テ
」
底
国
（
底
は
ヲ
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

不
知 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
三
十
話

三
一
八
15　

第
卅 

「
第
三
十
」
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

三
一
九
4　

眷
属
等 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

セ
ル
咎
ヲ 

諸

　
　
　

15　

用
ユ
ル
カ
故
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
二
〇
1　

可
信
敬
シ
ト
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
「
可
信
敬
シ
ナ
ム
」
底
北
実
国
野
「
可
信
敬
ト
ナ
ム
」
Ｃ

巻
十
四
第
三
十
一
話

三
二
〇
6　

ノ
郡 

諸
大

　
　
　

6　

□
ノ
郷 

諸
大



二
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6　

利
荊 

諸
大 

諸
本
か
く
作
る
が
、
霊
異
記
は
「
利
苅
」

　
　
　

8　

宗
ト
〆
行
ト
ス 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

13　

出
ツ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
「
出
ヅ
ル
ト
」
底
北
実
国
野
大
「
出
ル
ニ
」
Ｃ

　
　
　

17　

東
ノ
市
ニ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
の
ノ
は
朱
筆
）

三
二
一
4　

失
給
ヒ
ニ 

Ｂ

　
　
　

4　

経
ヲ
盗
ヌ
ル
人
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

経
ノ
在
ケ
ル
也
ケ
リ
ト 

諸
大

巻
十
四
第
三
十
二
話

三
二
一
11　

第
卅
二 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

渡
レ
ル 

諸
大
「
渡
レ
ハ
」
底 

諸
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

13　

覚
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覺
）

　
　
　

13　

般
若
心
経
読
誦
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
讀
）

　
　
　

15　

義
覚
ノ
所
ヲ
ハ
見
レ
ハ 

Ｂ
（
Ｂ
は
覺
）

三
二
二
6　

見
聞
ク
人 

Ｂ
「
見
テ
聞
ク
人
」
大

巻
十
四
第
三
十
三
話

三
二
二
9　

第
卅
三 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

11　

物
見
ル
力
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
「
物
見
力
ヲ
」
Ｃ
「
物
ヲ
見
ル
力
ヲ
」
底
北
実
国
野
（
底
の
ヲ
は
変　

朱
重
書
）



二
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巻
十
四
第
三
十
四
話

三
二
三
5　

第
卅
四 

諸

　
　
　

10　

驚
キ
恠
ヒ
給
テ 

北
乙
Ａ

　
　
　

11　

御
慎
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

聖
人
有
ナ
リ 

大
「
有
ケ
リ
」
野
乙

三
二
四
2　

壹
演
ヲ
礼
シ
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

老
躰
ノ
上 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

罪
滅
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

召
テ 
諸
大

巻
十
四
第
三
十
五
話

三
二
四
14　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

16　

悩
ミ
煩
ヒ
給
ヒ
ケ
ル
ハ 

底
北
実
Ｂ
（
底
実
は
ル
を
レ
と
訂
）

　
　
　

17　

□
験
有
リ 

Ｂ

　
　
　

17　

貴
キ
思
エ
有
ル 

北
実
野
乙
Ａ
Ｂ

三
二
五
1　

召
シ
テ
无
シ 

底
北
乙
Ａ
Ｂ
（
底
北
は
テ
を
モ
と
朱
訂
）

　
　
　

2　

殿
ノ 

諸

　
　
　

5　

返
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

極
楽
寺
ノ

 

諸
大

　
　
　

7　

候
リ
ト 

底
北
乙
Ａ
Ｂ



二
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9　

召
シ
有
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

僧
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

所
ニ 

実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
の
所
は
楷
書
）

　
　
　

11　

僧
ヲ
佋
召
ス 

底
北
実
国
乙
Ａ
（
底
北
は
佋
に
招
と
朱
傍
）「
僧
ヲ
佋
召
ヌ
」
Ｂ
「
僧
ヲ
召
ス
」
野
「
僧
侶
ヲ
召
」

Ｃ
「
僧
ヲ
招
召
ス
」
大

　
　
　

13　

我
カ
當
リ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

16　

極
楽
寺
ノ

カ 

諸
大

　
　
　

17　

心
至
シ
テ
誦
ス
ル 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

17　

顕
ハ
レ
テ 
諸

三
二
六
1　

去
ク
ル
也
ト 
北
実
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

1　

キ
ニ
タ
レ
ハ 

★　
「
□
キ
ニ
タ
レ
バ
」
大 

諸
本
欠
字

　
　
　

2　

候
フ
ト
云
ヘ
ハ 

諸
大
（
底
北
実
国
野
は
云
の
上　

一
字
分
位
空
格
）「
候
不
云
ヘ
ハ
」
Ｂ

巻
十
四
第
三
十
六
話

三
二
六
14　
〔　

脱　

〕
悪
キ 

「〔
今
昔
、
伴
ノ
義
通
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
身
ニ
重
キ
病
ヲ
受
テ
忽
ニ
二
ノ
耳
聾
ヌ
、
亦
、〕
悪
キ
」
大

　
　
　

17　

然
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

三
二
七
1　

香
水
ヲ
浴
テ 

諸

　
　
　

1　

思
テ 

諸

　
　
　

2　

只
今 

北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
只
々
」
底
実
国
野　

流
布
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

2　

聞
奉
ル 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｃ
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3　

貴
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

方
廣
経
ヲ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
三
十
七
話

三
二
七
8　

第
卅
七 

諸

　
　
　

10　

罪
ノ 

諸

　
　
　

13　

宿 

Ｂ

　
　
　

13　

主 

「
家
主
」
大

　
　
　

17　

有
ツ
ル
方
ヲ 
諸
「
有
ツ
ル
方
ゾ
」
底
大

三
二
八
3　

償
フ
也 
大 

底
本
始
め
、
古
本
の
旁
は
、
广
に
「
負
」
の
異
体
「
屓
」
に
一
画
を
加
え
た
如
き
字
体
。

　
　
　

3　

此
レ
家
ノ
人
也 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

6　

辺
寄
テ 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
邊
）

　
　
　

7　

藁
ノ
座
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
萬
ノ
座
ニ
」
北
（
萬
を
藁
と
み
せ
け
ち
）「

ノ
座
ニ
」
底
実
国
野　

古
本
、
何
れ

も
、
草
冠
に
「
橘
」
の
旁
の
如
き
字
体
に
作
る
。

　
　
　

12　

思
ヒ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
三
十
八
話

三
二
八
17　

讀
誦
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

此
ヲ
僧 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ

三
二
九
1　

信
シ
テ 

諸
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3　

安
倍
ノ
天
皇
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

御
代
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

一
倍
セ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

シ
テ
ム
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の　

は
殺
）

　
　
　

7　

思
フ 

北
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

9　

不
及
セ
リ
キ 

底
北
実
国
乙
Ｂ
（
底
は
セ
に
サ
歟
と
朱
傍
）「
不
及
ザ
リ
キ
」
野
大
（
サ
は
古
体
）「
不
及
リ
キ
」
Ａ

「
不
及
キ
」
Ｃ

　
　
　

10　

殆
シ
キ
程
マ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

我
レ
㎞ 
諸
大
（
諸
は
ト
モ
）
諸
本
か
く
作
る
。「
共
ニ
」
の
簡
略
表
現
か
。

　
　
　

10　

不
行
ス
シ
テ 
Ｂ

　
　
　

10　

娘
ノ 

Ｂ
「
娘
」
Ｃ
「
娘
メ
」
乙
Ａ
「
娘
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
（
底
は
ヲ
に
ラ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

17　

海
入
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ

三
三
〇
6　

責
ス
ル
モ 

国
Ｂ

巻
十
四
第
三
十
九
話

三
三
〇
10　

第
卅
九 

諸

三
三
一
3　

居
因
ナ
リ
テ 

乙
Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

4　

今
日
ノ
講
師 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

何
テ
カ
仕
ラ
ム 

北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

然
ラ
ハ 

底
北
実
国
野
Ｂ



二
八

愛知県立大学日本文化学部論集　第９号　2017

　
　
　

8　

譲
ル
間 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

10　

袈
裟
ナ
ト
ニ
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

礼 

「
礼
槃
」
諸
大
「
礼
盤
」
Ｃ　
「
正
字
は
「
礼
盤
」」

　
　
　

15　

泣
ク
者
ノ 

乙
Ａ

　
　
　

15　

沙
羅
林
ノ 

「
昔
ノ
沙
羅
林
ノ
」
大

　
　
　

16　

有
テ
マ
シ 

諸
大　
「
文
意
不
通
。
Ｂ
本
の
「
有
テ
ナ
ム
」
は
通
り
が
よ
い
。」

三
三
二
1　

令
泣
メ
給
也 

実
国
野
乙
Ａ

巻
十
四
第
四
十
話

三
三
二
6　

第
四
十 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

候
ヒ
給
ユ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
候
ヒ
給
ヌ
ル
」
実
国
大
「
候
ヒ
給
ス
ル
」
底
北
野
（
底
は
ス
に
ユ
と
朱
傍
）

　
　
　

9　

僧
都
共 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

煮
候
ナ
ム
カ
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
三
三
4　

僧
都
此
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

4　

此
ノ
人
押
ヘ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ

　
　
　

5　

延
ツ
ヽ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

ニ
聞
ツ
ヤ
問
ニ 

底
北
実
国
乙
Ａ
（
底
の

は
変　

木
偏
）「

ニ
聞
ツ
ヤ
ト
問
ニ
」
野
大
「

ニ
聞
ソ
ヤ
問
」
Ｂ

「
圧
ニ
聞
ヤ
問
ニ
」
Ｃ

　
　
　

12　

叶
シ
ヌ
ル
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

結
願
候
ニ
ケ
リ
ト 

Ｂ
Ｃ



二
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14　

年
来 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

後
朝
ノ
法
ヲ 

諸

　
　
　

16　

蹈
テ
立
給
ヘ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

非
ス
者 

底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
ス
に
ヌ
と
朱
傍
）

三
三
四
1　

然
ル
ヲ
思
フ
ニ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

1　

行
ヲ
前
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
四
十
一
話

三
三
四
5　

天
皇 
諸
大

　
　
　

5　

旱

シ
テ 
乙
Ｂ
（
旱
は
変
）「

シ
テ
」
底
北
実
国
野
「
旱
魃
シ
テ
」
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

5　

枯
レ
盡
タ
ル
ニ 

野
Ａ

　
　
　

8　

可
助
キ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

9　

修
シ
ト
テ 

諸
大

　
　
　

9　

七
日
法 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

四
人
ニ
ソ 

Ｂ

　
　
　

12　

僧
都
ハ
タ
ヲ 

「
僧
都
ハ
タ
ラ
」
諸
大

　
　
　

14　

阿
耨
達
知
池 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

黒
キ
雲 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
十
四
第
四
十
二
話

三
三
五
6　

御
名
ヲ
ハ 

北
実
国
野
Ａ
Ｃ
「
御
名
」
底
大
「
御
名
ヲ
」
Ｂ
「
名
ヲ
ハ
」
乙

　
　
　

13　

何
人
ソ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

14　

晝
ル 

乙
Ｂ

　
　
　

15　

戸
ヲ
閇 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

早
フ 

Ｂ

三
三
六
2　

暮
レ
テ 

「
暮
テ
」
大

　
　
　

2　

フ
シ
臥
タ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
「
フ
シ
タ
ル
ニ
」
Ｃ
「

フ
臥
タ
ル
ニ
」
実
国
野
「

臥
タ
ル
ニ
」
底
北
大

　
　
　

6　

俸
ハ
ル
者 
諸
大

　
　
　

12　

弱
テ 
諸
「
弱
ラ
」
底
大
（
底
は
ラ
に
テ
と
朱
重
書
）

　
　
　

12　

何
フ
ニ 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

12　

令
申
ス
給
フ
ニ 

底
北
乙
Ｂ
（
底
は
ス
に
メ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

搔
キ
捜
ト
ハ 

底
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
（
底
は
ト
に
レ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

尊
勝
陀
羅
尼
ヲ 

諸

　
　
　

17　

暑
シ
テ 

実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
三
七
4　

具
シ
奉
ケ
リ
ト
ナ
ム 

野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
四
十
三
話

三
三
七
7　

第
四
十
二 

底

　
　
　

11　

有
ナ 

乙
Ａ
「
有
ナ
リ
」
底
北
実
国
（
底
は
ナ
に
ケ
歟
と
朱
傍
）「
有
メ
リ
」
野
「
有
リ
」
Ｂ
「
有
」
Ｃ
「
有
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ケ
リ
」
大

　
　
　

12　

ニ
見
ユ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

12　

何
ナ
ル
水
ノ 

諸
大
「
何
ナ
ル
水
ソ
」
底

　
　
　

14　

早
ク 

Ｂ

　
　
　

14　

見
ユ
ル
也
ケ
リ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

16　

思
ヘ
迯
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

峻
ク
シ
テ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

17　

鯉

キ
息
ノ 

乙
Ｂ
「
鯹

キ
息
ノ
」
底
北
実
国
大
「
鯹

息
ノ
」
野
「
鯹
キ
息
ノ
」
Ａ
Ｃ

三
三
八
2　

被
□
テ 
諸
大

　
　
　

2　

位
シ
タ
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

不
見
メ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

5　

行
ク
也
ケ
リ
ト
思
フ
ニ 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
「
行
也
ケ
リ
ト
思
ニ
」
Ｃ
「
行
ク
也
ケ
リ
思
フ
ニ
」
底
大

　
　
　

6　

不
思
□ 

諸
大

　
　
　

6　

上
様 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

7　

我
噉
思
フ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

7　

不
得
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

8　

鳩
槃
茶
鬼 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

俗
衣
ヲ 

大　
「
正
字
は
古
本
の
傍
書
に
見
え
る
「
浴
衣
」。」

　
　
　

13　

岩
木
ニ
生
タ
ル
共 

乙
Ａ
Ｃ
「
岩
木
ニ
生
タ
ル
其
」
Ｂ
「
岩
ニ
木
生
タ
ル
共
」
実
国
野
「
岩
ニ
生
タ
ル
共
」
底
北
大

　
　
　

16　

為
ル
ニ
テ 

Ａ
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16　

早
ウ 

実
国
野

　
　
　

17　

有
ル
ラ
メ
ト 

北
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ

三
三
九
2　

語
ケ
ル
ト
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

5　

語
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
四
第
四
十
四
話

三
三
九
8　

見
貴
僧 

底
北
実
国
野
乙
Ｂ
（
底
北
実
国
野
は
見
に
値
と
傍
書
）

　
　
　

10　

事
有
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
事
□
有
ケ
ル
ニ
」
底
北
実
国
野
大

三
四
〇
3　

草
廌 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
（
彦
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
の
廌
は
異
体
の
変
）

　
　
　

6　

拂
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

思
シ
テ
方
ニ 

乙
Ａ

　
　
　

12　

可
思
ケ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

12　

此
見 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

有
ケ
リ
思
フ
ニ 

国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
四
一
3　

書
ク 

Ｂ

　
　
　

5　

此
度
ハ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

6　

只 

諸
大

　
　
　

10　

僧
ニ
此
ハ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ

　
　
　

11　

問
テ 

諸

　
　
　

11　

限
リ 

諸
大　

北
・
Ｂ
二
本
は
「
限
リ
ト
」
と
朱
補
。
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11　

此
ル
者
ノ
思
ケ
ニ
ヤ 

乙
Ａ
Ｃ
「
此
ル
者
ノ
思
ケ
ン
ヤ
」
Ｂ
「
此
ル
者
ノ
□
思
ゲ
ニ
ヤ
」
底
北
実
国
野
大
（
北
「
有
ケ
リ

ト
」
と
朱
傍
）

三
四
二
2　

无
限
ク 

実
国
野
乙
Ａ

巻
十
四
第
四
十
五
話

三
四
二
7　

天
皇
ノ 

諸
大

　
　
　

7　

御
代 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

占
セ 

諸
大

　
　
　

14　

大
宋
國 
諸　
「
大
唐
國
」
大　
「
諸
本
「
大
宋
國
」
に
作
れ
る
は
、
話
者
も
し
く
は
編
輯
者
と
同
時
代
の
国
号

に
牽
か
れ
て
か
く
作
っ
た
も
の
。」

　
　
　

14　

全 

諸
「
法
全
」
大 

底
本
始
め
諸
本
は
異
体
字
「
鬼
」
に
作
る
。

　
　
　

17　

依
テ
カ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
四
三
3　

臥
タ
リ
ケ
ル
間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

3　

起
走
テ
□
ニ 

諸
大

　
　
　

4　

然
レ
ハ
他
人
ヲ 

実
国
野
Ａ
Ｂ
「
然
レ
ハ
死
ニ
ケ
リ
他
人
ヲ
」
乙
「
然
ハ
他
人
ヲ
」
Ｃ
「
然
レ
バ

他
人
ヲ
」
底
北

大

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
四
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。
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ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の

形
）
10
（

式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
四
の
場
合
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

以
前
、
巻
十
三
に
お
い
て
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
に
お
け
る
校
訂
の
可
能
性
を
示
）
11
（
し
、
ま
た
、
巻
十
二
の
分

析
に
お
い
て
、
野
村
本
も
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
12
（

た
が
、
巻
十
四
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
を
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
た
。
第
十
七
話
の
「
習
氣
ノ
也
」（
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ｂ
本
、
彦
根
城
本
）
に
つ
い
て
、
古
本
系
と
さ
れ
る

実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
、
流
布
本
系
の
Ａ
本
、
Ｃ
本
は
、
意
味
の
通
ら
な
い
「
ノ
」
を
落
と
し
て
い
る
。
古
本
系
の
中
で

校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
の
校
訂
を
目
指
す
志
向
が
こ
こ
に
明
確
に
見
て
取

れ
る
。
ま
た
、
第
二
十
六
話
の
「
罸
ニ
給
ツ
ル
」（
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ｂ
本
、
彦
根
城
本
）
に
つ
い
て
も
古
本

系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
、
流
布
本
系
の
Ａ
本
、
Ｃ
本
は
、「
罸
シ
給
ツ
ル
ト
」
の
よ
う
に
、
意
味
の
通
り
や

す
い
表
記
に
変
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彦
根
城
本
を
含
む
流
布
本
系
に
つ
い
て
は
、
校
訂
の
傾
向
と
し
て
、
固
有
名
詞
な
ど
の
校
訂
を

行
う
場
合
と
古
態
本
の
表
記
に
沿
お
う
と
す
る
場
合
の
両
方
の
志
向
が
う
か
が
え
る
が
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大

本
、
野
村
本
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
意
味
を
通
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。

　

ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に
お
け
る

位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

注
（
1
）
中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
2
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
54
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
3
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
55
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
4
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
1
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根
「
彦
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根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
3
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物

館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
4
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
5
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
56
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博

物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
2
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
5
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（
6
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
57
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
7
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
6
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

（
8
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
7
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）

（
9
）
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
8
号　

二
〇
一
七
年
三
月
）

（
10
）（
1
）に
同
じ
。

（
11
）（
9
）に
同
じ
。

（
12
）（
8
）に
同
じ
。
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